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 南九州市知覧町郡の豊玉姫神社に， 「 セレ ベス の火焔型剣」 と し て伝

わっ たも のです。 こ れは， 東南アジアのイ ン ド ネシア周辺における 伝統

的な剣「 ク リ ス 」 の一種で， ク リ ス は， 武器と し てだけではなく ， 特殊

な霊力が宿る と さ れ， 威信の象徴と し て用いら れていま し た。   

 こ のク リ ス 剣は， 鞘の先端部にく びれのある 特徴から ， 14～15世紀に

イ ン ド ネシアのジャ ワ 島で作ら れたも のと 推定さ れていま す。 日本での

現存例はあま り あり ま せんが， 琉球王国（ 現， 沖縄県） の首里城の北側

にあっ た円覚寺跡の発掘調査において， こ れと 似た形態のク リ ス が出土

し ていま す。   

 ま た， ク リ ス には直刀で装飾的なも のも あり ま す。 慶長遣欧使節団の

支倉常長が持ち帰り 伊達政宗に献上し たク リ ス （ 仙台市博物館蔵） は，

国宝に指定さ れていま す。  

 豊玉姫神社のク リ ス は， いつ， 誰が奉納し た のかわかっ て いま せん

が， 中世における こ の地域の海外と の貿易活動を 示す貴重な資料です。  

※セレ ベス ＝現在のイ ンド ネシア中部に位置する ス ラ ベシ島）  


